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基 本 方 針 Ⅰ  本 市 産 農 産 物 の 利 用 と 安 全 ・ 安 心 で お い し い 給 食  
 

指 標  
基 準 値  目 標 値  年 度 ご と の 実 績 値  備 考  

年 度  基 準 値  年 度  目 標 値  R5 R6 R7 R8  

指 標 １  
地 場 産 物 の 使 用 割 合  

令 和 4 年 度  ① 市 産 品 活 用 率 ： 50.9% 
※  県 内 第 1 位  

② 県 産 品 活 用 率 ： 68.7% 
※  県 内 第 6 位  

令 和 ８ 年 度  ① 市 産 品 活 用 率 ： 55%以 上  
 
② 県 産 品 活 用 率 ： 76%以 上      

「 地 場 産 物 活 用 状 況 調
査 」（ 福 島 県 ）に お け る 調
査 結 果  

指 標 ２  
「 み ど り の 食 料 シ ス テ ム 戦
略 」 を 踏 ま え た 学 校 給 食 生
産 者 団 体 と の 連 携 強 化  
 
 

令 和 4 年 度  ○ 学 校 給 食 生 産 者 の 会  
【 喜 多 方 ・ 塩 川 地 区 】  

・ 有 機 質 肥 料 を 中 心 に 、
化 学 肥 料 は 地 域 慣 行 栽
培 の ２ 割 以 上 を 削 減  

・ 農 薬 は 極 力 使 用 し な
い 。 化 学 合 成 農 薬 は 地
域 慣 行 栽 培 の ２ 割 以 上
を 削 減  

○ ま ご こ ろ 野 菜 の 会 【 熱
塩 加 納 地 区 】  

・ 化 学 合 成 農 薬 と 化 学 肥
料 は 原 則 不 使 用  

・ や む を え ず 利 用 の 場 合
は 調 理 場 に 報 告  

○ 山 都 給 食 野 菜 生 産 者 の
会 【 山 都 地 区 】  
・ 化 学 合 成 農 薬 や 化 学 肥

料 を で き る だ け 削 減  
○ JA 会 津 よ つ ば 女 性 部 高
郷 直 売 所 【 高 郷 地 区 】  
・ 肥 料 は 有 機 質 肥 料 を 中

心 に 、 化 学 肥 料 は 地 域
慣 行 栽 培 の ２ 割 以 上 を
削 減  

・ ほ ぼ 無 農 薬 に 近 い 内 容
で 栽 培  

令 和 ８ 年 度  各 生 産 者 団 体 と の 協 議 を  
行 い 、 令 和 5 年 度 に 目 標  
値 を 設 定  
 
 
 
 
○ 目 標 値 設 定 の 考 え 方  

・ 各 団 体 の 取 組 状 況 を 踏
ま え 、 令 和 8 年 度 目 標
値 を 設 定 （ 最 終 目 標 値
の 検 討 ）  

 
 
【 喜 多 方 ・ 塩 川 地 区 】  
・ 栽 培 方 法  
・ 栽 培 面 積  
【 熱 塩 加 納 地 区 】  
・ 栽 培 方 法  
・ 栽 培 面 積  
【 山 都 地 区 】  
・ 栽 培 方 法  
・ 栽 培 面 積  
【 高 郷 地 区 】  
・ 栽 培 方 法  
・ 栽 培 面 積  

    令 和 5 年 度 に 目 標 値 を 設
定 し ま す 。  

指 標 ３  
「 給 食 が お い し い 」 と 回 答
す る 児 童 生 徒 数 の 割 合  令 和 ４ 年 度  

① 児 童  79％  
② 生 徒  75％  令 和 ８ 年 度  

① 児 童  90％ 以 上  
② 生 徒  90％ 以 上      

「 学 校 給 食 嗜 好 調 査 」 に
お け る 調 査 結 果  

 
 

  

令 和 5 年 度 に 目 標 値 を 設 定 し ま す 。  
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実 施 計 画 （ 基 本 方 針 Ⅰ ）  
 

実 施 項 目  取 組 内 容  
年 度 別 計 画  

令 和 ５ （ 2023） 年 度  令 和 ６ （ 2024） 年 度  令 和 ７ （ 2025） 年 度  令 和 ８ （ 2026） 年 度  

1 地 産 地 消 の

推 進  

重 点  

 

⑴ 本 市 産 農 産 物 の 利 用 割 合

の 向 上 を 図 る 。  

① 生 産 者 と 栄 養 教 諭 、 調 理 員 等 に

よ る 「 市 産 農 産 物 活 用 推 進 打 合 せ

会 」 の 開 催  

開 催 時 期 ： ８ 月 、 ３ 月  

・生 産 者 、調 理 場 の 連 携 に よ る 市

産 品 の 積 極 的 な 活 用  

・ 生 産 者 団 体 の 会 員 数 増 加 に 向

け た 検 討  

 

 

 

 

 

 

 

  

【 実 績 】     

【 評 価 】     

【 次 年 度 に 向 け た 取 組 】     

⑵ 市 内 の 流 通 ・ 販 売 事 業 者

と 連 携 し 、市 産 、県 産 農 産 物

の 積 極 的 な 活 用 を 図 る 。  

② 市 内 の 青 果 、食 肉 等 流 通・販 売 業

者 を 交 え た「 地 産 地 消 意 見 交 換 会 」

の 開 催  

開 催 時 期 ： 10 月  

・ 市 及 び 県 産 品 の 利 用 拡 大 に 関

す る 意 見 交 換  

   

③ 生 産 者 の 顔 な ど が 見 え る 取 組 の

実 施  

対 象 ： 全 小 中 学 校  

・ 掲 示 物 等 に よ る 生 産 者 及 び 地

元 産 農 産 物 の 紹 介  

・ 優 良 な 取 組 事 例 の 横 展 開  

 

 

 

 

  

【 実 績 】     

【 評 価 】     

【 次 年 度 に 向 け た 取 組 】     

２  安 全・安 心

な 食 材 の 提 供  

重 点  

 

⑴ 「 み ど り の 食 料 シ ス テ ム

戦 略 」を 踏 ま え 、学 校 給 食 生

産 者 団 体 と の 連 携 を 図 る 。  

① 各 生 産 者 団 体 に お け る 取 組 の 検

討  

 検 討 期 間 ： 7 月 ～ ９ 月  

・ 10 月 ま で に 各 生 産 者 団 体 （ ４

団 体 ）に お け る R8 年 度 目 標 値

を 設 定 （ 最 終 目 標 値 の 検 討 ）  

 

 

 

  

前 年 度 の 実 績 、 評 価 等 を 踏 ま
え 、 取 組 内 容 の 充 実 ・ 拡 大 を
図 る 。  

前 年 度 の 実 績 、 評 価 等 を 踏 ま
え 、 取 組 内 容 の 充 実 ・ 拡 大 を
図 る 。  

前 年 度 の 実 績 、 評 価 等 を 踏 ま
え 、 各 学 校 に お け る 取 組 の 充
実 ・ 拡 大 を 図 る 。  

目 標 に 向 け て 各 生 産 者
団 体 に お け る 取 組 の 充
実 ・ 拡 大 を 図 る 。  
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② 各 調 理 施 設 と 生 産 者 と の 意 見 交

換 会 の 開 催  

対 象 ： 全 調 理 施 設  

開 催 時 期 ： ７ 月 、 ３ 月  

・ 市 産 農 産 物 の 使 用 量 増 加 に 向

け た 栄 養 士 、 調 理 員 及 び 生 産

者 の 意 見 交 換  

   

③ 生 産 者 団 体 が 主 催 す る ほ 場 巡 回

指 導 会 へ の 参 加  

 対 象 者：栄 養 士 、調 理 員（ 全 調 理

施 設 か ら の 参 加 ）  

開 催 時 期 ： ７ 月  

・ 生 産 現 場 の 理 解 を 深 め る た め

の ほ 場 見 学  

   

【 実 績 】     

【 評 価 】     

【 次 年 度 に 向 け た 取 組 】     

⑵ 生 産 者 と 連 携 し た 食 材 の

計 画 栽 培 や 学 校 給 食 献 立 計

画 に よ る 農 産 物 の 使 用 量 の

増 加 及 び 使 用 期 間 の 延 伸 。  

④ 生 産 者 と 栄 養 教 諭 、 調 理 員 等 に

よ る 「 市 産 農 産 物 活 用 推 進 打 合 せ

会 」 の 開 催  

開 催 時 期 ： ８ 月 、 ３ 月  

・ 農 産 物 の 使 用 実 績 か ら 品 目 別

等 の 栽 培 計 画 を 策 定 し 、 計 画

的 な 生 産 に 取 り 組 む 。  

【 再 掲  Ⅰ -1-⑴ -① 】  

 

   

⑤ 学 校 教 育 課 と（ 公 財 ）福 島 県 学 校

給 食 会 に お い て 、 市 内 特 別 栽 培 米

の 導 入 拡 大 や 搗 精 度 変 更 に 係 る 協

議 、 検 討 を 行 う 。  

 検 討 期 間 ： 10 月 ～ 11 月  

 

    

【 実 績 】     

【 評 価 】     

【 次 年 度 に 向 け た 取 組 】     

前 年 度 の 実 績 、 評 価 等
を 踏 ま え 、 各 生 産 者 団
体 及 び 各 調 理 施 設 に お
け る 取 組 の 充 実 ・ 拡 大
を 図 る 。  
 

前 年 度 の 実 績 、 評 価 等
を 踏 ま え 、 取 組 内 容 の
充 実 ・ 拡 大 を 図 る 。  

前 年 度 の 実 績 、 評 価 等 を 踏
ま え 、 各 生 産 者 団 体 及 び 各
調 理 施 設 に お け る 取 組 の 充
実 ・ 拡 大 を 図 る 。  

前 年 度 の 実 績 、 評 価 等
を 踏 ま え 、 取 組 内 容 の
充 実 ・ 拡 大 を 図 る 。  



4 

 

３  人 材 育 成  

重 点  

 

⑴ 質 の 高 い 学 校 給 食 の 維

持 、向 上 を 図 る た め 、栄 養 教

諭 や 学 校 栄 養 職 員 、 調 理 員

の 正 確 な 知 識 の 研 鑽 と 、 熟

練 し た 技 術 や 高 い 意 識 の 継

承 な ど に 取 り 組 む 。  

① 栄 養 教 諭 や 調 理 員 が 知 識 の 習 得

を 図 る た め の 研 修 会 の 開 催（ 主 催：

学 校 教 育 課 ）  

開 催 時 期 ： ８ 月  

② 栄 養 教 諭 等 で 組 織 す る 「 献 立 作

成 等 会 議 」 の 開 催  

開 催 期 間（ 4 月 ～ 3 月 、10 回 /年 ） 

   

③ 調 理 員 の 正 確 な 知 識 や 技 術 を 得

る た め 、 保 健 所 職 員 を 講 師 と し た

「 学 校 給 食 研 修 会 」の 開 催（ 主 催：

学 校 教 育 課 ）  

開 催 時 期 ： ８ 月  

 

   

④ 栄 養 教 諭 、 調 理 員 等 の 知 識 と 技

術 の 向 上 を 図 る た め の 研 修 会 へ の

参 加（ 主 催：学 校 給 食 研 究 会（ 栄 養

教 諭 等 に よ り 組 織 ）  

・耶 麻 地 区 研 修 会 へ の 参 加  ８ 月  

・ 栄 養 士 部 会 会 津 方 部 研 修 会 へ

の 参 加  ７ 月  

・ 県 栄 養 士 部 会 へ の 参 加  ７ 月  

 

 

 

 

  

【 実 績 】     

【 評 価 】     

【 次 年 度 に 向 け た 取 組 】     

４  衛 生 管 理

の 充 実  

⑴「 学 校 給 食 衛 生 管 理 基 準 」

及 び 「 大 量 調 理 施 設 衛 生 管

理 マ ニ ュ ア ル 」（ HACCP）に

基 づ い た 衛 生 管 理 の 徹 底 を

図 る 。  

① 個 々 の 調 理 員 の 日 々 の 衛 生 管 理

の 徹 底  

 対 象 ： 全 調 理 施 設  

・ 学 校 教 育 課 に お い て 調 理 従 事

者 の 知 識 、技 術 の 向 上 、衛 生 管

理 に つ い て 意 識 付 け を 行 う

「 学 校 給 食 研 修 会 」 を 開 催 す

る 。ま た 、事 後 調 査 を 実 施 し て

職 員 の 理 解 度 合 い を 把 握 す

る 。  

開 催 時 期 ： ８ 月  

   

前 年 度 の 実 績 、 評 価 等
を 踏 ま え 、 各 調 理 施 設
に お け る 取 組 の 充 実 ・
拡 大 を 図 る 。  
 

前 年 度 の 実 績 、 評 価 等
を 踏 ま え 、 各 調 理 施 設
に お け る 取 組 の 充 実 ・
拡 大 を 図 る 。  

前 年 度 の 実 績 、 評 価 等
を 踏 ま え 、 取 組 内 容 の
充 実 ・ 拡 大 を 図 る 。  
 

職 員 個 々 の 徹 底 を 図 る 。  
ま た 、実 績 、効 果 等 を 踏 ま
え 必 要 に 応 じ て 改 善 を 図
る 。  
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・調 理 の 際 に 、「 学 校 給 食 衛 生 管

理 基 準 」に 基 づ く 点 検 を 行 い 、

学 校 給 食 の 異 物 混 入 や 食 中 毒

の 予 防 の 徹 底 を 図 る 。  

・食 材 調 達 時 、納 入 時 に お け る 点

検 の 徹 底 を 図 る 。  

【 実 績 】     

【 評 価 】     

【 次 年 度 に 向 け た 取 組 】     

５  食 物 ア レ

ル ギ ー へ の 対

応  

⑴ 児 童 生 徒 が 給 食 を 安 全 に

喫 食 す る こ と が で き る よ  

う 、「 食 物 ア レ ル ギ ー 対 応 マ

ニ ュ ア ル 」 に 基 づ き 対 応 す

る 。  

① 献 立 作 成 及 び 調 理 時 に お い て 食

物 ア レ ル ギ ー 対 応 の 徹 底 を 図 る 。  

 対 象：全 調 理 施 設 、該 当 小 中 学 校  

・新 入 生 、在 校 生 の 学 校 生 活 管 理

指 導 表 に 基 づ い た 給 食 の 実 施  

・ 複 数 の 職 員 に よ る ア レ ル ギ ー

チ ェ ッ ク の 徹 底  

   

【 実 績 】     

【 評 価 】     

【 次 年 度 に 向 け た 取 組 】     

⑵ ア レ ル ギ ー に 対 応 す る た

め の 連 携 体 制 を 推 進 す る 。  

② 学 校 教 育 課 、各 学 校 、喜 多 方 消 防

署 が エ ピ ペ ン（ ※ ）所 持 児 童 生 徒 の

情 報 を 共 有 し 、 緊 急 時 に 備 え た 対

応 を 図 る 。  

対 象 ： 学 校 教 育 課 、 該 当 小 中 学

校 、 喜 多 方 消 防 署  

※  医 師 の 治 療 を 受 け る ま で の

間 、 ア ナ フ ィ ラ キ シ ー 症 状 の

進 行 を 一 時 的 に 緩 和 す る た め

の 補 助 治 療 剤 （ ア ド レ ナ リ ン

自 己 注 射 薬 ）  

   

③ 児 童 生 徒 が 安 全 に 給 食 を 喫 食 で

き る よ う 「 食 物 ア レ ル ギ ー 対 応 マ

ニ ュ ア ル 」を 必 要 に 応 じ て 見 直 す 。 

   

職 員 個 々 の 徹 底 を 図 る 。  
ま た 、実 績 、効 果 等 を 踏 ま
え 必 要 に 応 じ て 改 善 を 図
る 。  
 

職 員 個 々 の 徹 底 を 図 る 。ま た 、
実 績 、 効 果 等 を 踏 ま え 必 要 に
応 じ て 改 善 を 図 る 。  

職 員 個 々 の 徹 底 を 図 る 。  
ま た 、実 績 、効 果 等 を 踏 ま
え 必 要 に 応 じ て 改 善 を 図
る 。  
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 実 施 主 体 ： 学 校 教 育 課  

【 再 掲  Ⅰ -3-⑴ -③ 】  

 

【 実 績 】     

【 評 価 】     

【 次 年 度 に 向 け た 取 組 】     

６  危 機 管 理

へ の 対 応  

⑴ 大 規 模 災 害 や 新 型 コ ロ ナ

ウ イ ル ス 等 に よ り 学 校 給 食

が 提 供 で き な い 場 合 に 備

え 、 各 校 に 非 常 食 を 配 備 す

る 。  

① 学 校 給 食 が 提 供 で き な い 事 態 に

備 え 、 非 常 食 を 備 え る 。  

対 象 ： 全 小 中 学 校  

 

   

➁ 市 関 係 部 署 と 学 校 が 連 携 し 、 炊

き 出 し 献 立 の 日 等 に お い て 非 常 食

を 提 供 す る 機 会 を 設 け る 。  

対 象 ： 13 小 学 校 、 ４ 中 学 校  

 

 

 

 

・ 対 象 ： 13 小 学 校 、 ３ 中 学 校  

 

 

 

・ 対 象 ： ８ 小 学 校 、 ６ 中 学 校  

 

 

 

・ 対 象 ： ９ 小 学 校  

【 実 績 】     

【 評 価 】     

【 次 年 度 に 向 け た 取 組 】     
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基 本 方 針 Ⅱ  本 市 の 食 文 化 の 理 解 を 深 め 、 学 ぶ 場 と し て の 給 食  

指 標  
基 準 値  目 標 値  年 度 ご と の 実 績 値  備 考  

年 度  基 準 値  年 度  目 標 値  R5 R6 R7 R8  

指 標 １  
「 給 食 が 楽 し い 」 と 回 答 す
る 児 童 生 徒 の 割 合  
 

令 和 4 年 度  
① 児 童  63％  
② 生 徒  35％  

令 和 ８ 年 度  
① 児 童  80％ 以 上  
② 生 徒  50％ 以 上  

    
「 学 校 給 食 嗜 好 調 査 」 に
お け る 調 査 結 果  

指 標 ２  
学 校 に お け る 食 育 活 動 へ の
参 加 者 数   

 
令 和 4 年 度  

① 児 童 生 徒 ： 2,068 人  
② 保 護 者  ： 102 人  

令 和 ８ 年 度  
① 児 童 生 徒 ： 全 児 童 生 徒 数  
② 保 護 者  ： 150 人 以 上  

    
「 食 育 推 進 連 携 事 業 」 実
績 調 査 に よ る 結 果  

 
 

実 施 計 画 （ 基 本 方 針 Ⅱ ）  

実 施 項 目  取 組 内 容  
年 度 別 計 画  

令 和 ５ （ 2023） 年 度  令 和 ６ （ 2024） 年 度  令 和 ７ （ 2025） 年 度  令 和 ８ （ 2026） 年 度  

１  給 食 内 容

の 充 実  

重 点  

 

⑴ 特 色 あ る 学 校 給 食 の 実 施  

 

 

 

 

 

・ 各 地 区 で 取 り 組 ん で い

る 学 校 給 食 の 全 市 展 開  

 

・ 献 立 や 調 理 方 法 の 工 夫

な ど に よ り 、 素 材 の お

い し さ を 引 き 出 す た め

の 工 夫 や 、 望 ま し い 栄

養 量 が 満 た さ れ る お い

し い 給 食 の 提 供  

・ 季 節 や 行 事 に 合 わ せ 地

域 の 食 文 化 を 取 り 入 れ

た 給 食  

 

・ 教 育 活 動 に 合 わ せ た 学

び の 場 の 活 動 の 実 施  

① 各 学 校 の 状 況 に あ わ せ て 取 組 内

容 の 充 実 ・ 拡 大 を 図 る 。  

 特 色 あ る 学 校 給 食 の 実 施 回 数 ：  

月 4 回 以 上 （ 毎 週 1 回 程 度 の 実

施 ）  

対 象 ： 全 小 中 学 校  

・ 各 地 区 で 取 り 組 ん で い る 特 色

あ る 学 校 給 食 の 全 市 展 開 の 検

討 及 び 実 施  

・ サ ン マ ル ち ゃ ん 献 立 の 募 集 及

び 提 供 （ 毎 月 １ 回 ）  

・ 減 塩 献 立 の 提 供 （ 毎 月 １ 回 ）  

 

 

 

・ 大 す き ！ 喜 多 方 の 日 献 立 の 募

集 及 び 提 供 （ 毎 月 １ 回 ）  

 

 

・ 日 本 列 島 味 め ぐ り 献 立 の 提 供  

（ 毎 月 １ 回 ）  

   

前 年 度 の 実 績 、 評 価 等
を 踏 ま え 、 各 学 校 に お
け る 取 組 の 充 実 ・ 拡 大
を 図 る 。  
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・農 業 科 の 収 穫 物 、給 食 等 へ の 使

用 （ 全 小 学 校 ）  

【 実 績 】     

【 評 価 】     

【 次 年 度 に 向 け た 取 組 】     

２  食 育 の 推

進  

重 点  

 

 

⑴ 食 に 関 す る 正 し い 知 識 を

身 に 付 け 、 主 体 的 に 望 ま し

い 食 習 慣 が 形 成 で き る よ

う 、生 産 者 、関 係 機 関 、団 体

等 が 連 携 し て 取 り 組 む 。  

 

 

① 食 育 推 進 連 携 事 業（ 学 校 教 育 課 、

保 健 課 、こ ど も 課 ）に お け る 各 学 校

で の 食 育 活 動 の 充 実・拡 大 を 図 る 。 

 対 象 ： 全 小 中 学 校 、 保 護 者  

 

 

  

 

【 実 績 】     

【 評 価 】     

【 次 年 度 に 向 け た 取 組 】     

⑵ 子 ど も た ち の 発 育 、 発 達

に 応 じ た 望 ま し い 食 習 慣 の

習 得 や 栄 養 バ ラ ン ス に 配 慮

し た 食 生 活 に 関 す る 食 育 授

業 の 実 施  

① 学 校 に お け る 食 育 授 業 の 実 施  

年 間 活 動 回 数 ： 80 回 以 上  

対 象 ： 全 小 中 学 校  

   

 

【 実 績 】     

【 評 価 】     

【 次 年 度 に 向 け た 取 組 】     

３  食 に 関 す

る 実 践 力 の 向

上  

⑴ 学 校 給 食 を 生 き た 教 材 と

し て 積 極 的 に 活 用 し 、 児 童

生 徒 が 日 常 の 食 事 に 興 味 や

関 心 を も ち 、 食 事 の 大 切 さ

や 楽 し さ 、 自 己 の 健 康 管 理

に 必 要 な 力 を 養 う 給 食 を 進

め る 。  

① 各 学 校 の 状 況 に あ わ せ て 取 組 内

容 の 充 実 ・ 拡 大 を 図 る 。  

・給 食 へ の 関 心 を 高 め る た め 、児

童 生 徒 が 考 案 し た 献 立 を 給 食

で 提 供 す る 。  

【 再 掲  Ⅱ -1-⑴ -① 】  

・ 児 童 生 徒 が 自 分 で お 弁 当 を 作

る こ と で 、 食 へ の 関 心 を 高 め

る 「 お 弁 当 の 日 」 の 取 組 拡 大  

（ Ｒ ４ ： ７ 校 → Ｒ ５ ： 10 校 ）  

・肥 満 傾 向 児 を 減 ら す た め 、栄 養

教 諭 ら に よ る 児 童 生 徒 、 保 護

者 へ の 個 別 指 導 の 充 実  

 

【 再 掲  Ⅱ -2-⑴ -① 】  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

前 年 度 の 実 績 、 評 価 等
を 踏 ま え 、 各 学 校 に お
け る 取 組 の 充 実 ・ 拡 大
を 図 る 。  

前 年 度 の 実 績 、評 価 等 を 踏 ま
え 、各 学 校 に お け る 取 組 の 充
実 ・ 拡 大 を 図 る 。  
 

前 年 度 の 実 績 、 評 価 等
を 踏 ま え 、 各 学 校 に お
け る 取 組 の 充 実 ・ 拡 大
を 図 る 。  
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４  地 域 産 業

と の 連 携  

⑴ 本 市 産 漆 を 使 用 し た 汁 椀

の 使 用 な ど に よ り 、「 ふ る さ

と き た か た 学 校 給 食 」 へ の

親 し み を 感 じ て も ら う と と

も に 、 伝 統 工 芸 で あ る 漆 器

産 業 の 振 興 と 豊 か な 地 域 産

業 へ の 学 び に 繋 げ る 。  

① 地 元 伝 統 工 芸 を 身 近 に 感 じ る 漆

器 汁 椀 の 使 用  

対 象 ： 全 小 中 学 校  

② 漆 器 汁 椀 の 使 用 に つ い て 理 解 を

深 め る た め 、市 HP に よ る 情 報 発 信

を 行 う 。  

 実 施 主 体 ： 学 校 教 育 課  

   

   

【 実 績 】     

【 評 価 】     

【 次 年 度 に 向 け た 取 組 】     
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基 本 方 針 Ⅲ  食 べ 物 の 大 切 さ や 生 産 者 ･調 理 従 事 者 等 へ の 感 謝 の 念 を 養 う 給 食  

指 標  
基 準 値  目 標 値  年 度 ご と の 実 績 値  備 考  

年 度  基 準 値  年 度  目 標 値  R5 R6 R7 R8  

指 標 １  
生 産 者 ･ 調 理 従 事 者 等 へ 感
謝 し て い る 児 童 生 徒 の 割 合  令 和 4 年 度  

① 児 童  ―  ％  
② 生 徒  ―  ％  

令 和 ８ 年 度  
① 児 童    ％  
② 生 徒    ％      

令 和 5 年 度 に ア ン ケ ー ト
を 実 施 し 、 目 標 値 を 設 定
し ま す 。  

指 標 ２  
学 校 給 食 に お け る 食 べ 残 し
の 重 量 （ 全 調 理 施 設 合 計 ）  令 和 4 年 度  23,292 ㎏  令 和 ８ 年 度  

▲ 2,329.2kg 
(令 和 4 年 度 比 10.0％  

の 削 減 ) 
    

「 学 校 給 食 残 食 量 」 調 査
に よ る 結 果 よ り  

 
 

実 施 計 画 （ 基 本 方 針 Ⅲ ）  

実 施 項 目  取 組 内 容  
年 度 別 計 画  

令 和 ５ （ 2023） 年 度  令 和 ６ （ 2024） 年 度  令 和 ７ （ 2025） 年 度  令 和 ８ （ 2026） 年 度  

１  感 謝 の 心

の 育 成  

重 点  

 

⑴ 学 校 と 地 域 、 家 庭 が 連 携

し 、調 理 従 事 者 、生 産 者 、納

入 業 者 な ど 給 食 に 関 わ る 全

て の 人 へ の 感 謝 の 心 を 育 成

す る 。  

① 児 童 生 徒 が 、生 産 者 や 栄 養 教 諭・

学 校 栄 養 職 員 、 調 理 員 等 と 顔 を 合

わ せ る 給 食 試 食 会 の 実 施  

実 施 回 数 ： 年 1 回  

対 象 ： 全 小 中 学 校  

② 教 育 活 動 に 合 わ せ た 学 び の 場 の

活 動 の 実 施  

【 再 掲  Ⅱ -１ -⑴ -① 】  

   

【 実 績 】     

【 評 価 】     

【 次 年 度 に 向 け た 取 組 】     

２  小 学 校 農

業 科 と の 連 携  

重 点  

 

⑴ 小 学 校 農 業 科 に お け る 地

域 と の ふ れ あ い 、 食 物 を 育

て る 苦 労 や 収 穫 の 喜 び 、 旬

の 味 の 体 験 、 命 の 大 切 さ へ

の 出 会 い 等 、 尊 敬 や 感 謝 の

念 な ど の 豊 か な 心 の 育 成 を

図 る 。  

① 地 域 と 連 携 し た 小 学 校 農 業 科 の

実 施  

対 象 ： 全 小 学 校  

② 収 穫 祭 の 開 催 や 農 業 科 推 進 員 と

の 交 流  

 対 象 ： 全 小 学 校  

③ 小 学 校 農 業 科 作 文 コ ン ク ー ル の

開 催 及 び 作 品 集 の 配 布  

 実 施 主 体 ： 学 校 教 育 課  

 

 

  

 

 

前 年 度 の 実 績 、 評 価 等
を 踏 ま え 、 各 学 校 に お
け る 取 組 の 充 実 ・ 拡 大
を 図 る 。  

前 年 度 の 実 績 、 評 価 等
を 踏 ま え 、 各 学 校 に お
け る 取 組 の 充 実 ・ 拡 大
を 図 る 。  

令 和 5 年 度 に 目 標 値 を 設 定 し ま す 。  
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【 実 績 】     

【 評 価 】     

【 次 年 度 に 向 け た 取 組 】     

３  食 品 ロ ス

の 削 減 に 向 け

た 教 育 の 実 践  

⑴ 環 境 、飢 餓 、健 康 、生 産・

消 費 、 資 源 な ど の 課 題 に 関

す る Ｓ Ｄ Ｇ ｓ の 取 り 組 み の

一 環 と し て 、 食 育 の 視 点 を

通 し て 食 品 ロ ス 削 減 に 向 け

た 教 育 に 取 り 組 む 。  

① 食 品 ロ ス 削 減 強 化 月 間 （ 10 月 ）

に お け る 食 品 ロ ス 削 減 に 向 け た 取

組 の 実 施  

 対 象 ： 全 小 中 学 校  

② 児 童 生 徒 の 食 べ 残 し の 理 由 等 の

調 査 及 び 児 童 生 徒 の 喫 食 状 況 に 合

わ せ た 配 缶 調 整  

対 象 ： 全 調 理 施 設  

③ 学 校 に お け る 食 品 ロ ス の 削 減 に

向 け た 関 係 部 署 と の 連 携 の 検 討  

 （ 学 校 教 育 課 、 市 民 生 活 課 ）  

   

 

 

 

 

【 実 績 】     

【 評 価 】     

【 次 年 度 に 向 け た 取 組 】     

 

 

 

前 年 度 の 実 績 、 評 価 等
を 踏 ま え 、 各 学 校 に お
け る 取 組 の 充 実 ・ 拡 大
を 図 る 。  


